
日　程 司会 発 表 者 テ　ー　マ

9:30 ～ 9:40

9:40 ～ 10:10 立木教夫
『道徳科学の論文』第四章の研究－第四章の知見は最高道徳論とい
かに接続されているのかー

10:10 ～ 10:40 小山高正
『道徳科学の論文』第6章の研究－進化論において人間と動物を比較
する問題を中心に－

10:40 ～ 10:55

10:55 ～ 11:25 竹中信介 伊東俊太郎と廣池千九郎 －「自然」の問題を中心に－

大塚祐一 CSRとしての人的資本経営(台風のため欠席；資料提出のみ)

9月2日 11:25 ～ 13:00

13:00 ～ 13:30 大野正英 マーシャルの経済騎士道について　―道徳的経済学としての可能性―

13:30 ～ 14:00 田島忠篤 廣池千九郎博士における道徳と宗教の関係について

14:00 ～ 14:30 江島顕一 日本道徳教育史と教育者研究会

14:30 ～ 14:45

14:45 ～ 15:15 木下城康
廣池千九郎「犯罪者と道徳教育との徹底的研究」の歴史的展開と現
代的意義（中間報告）

15:15 ～ 15:45 Peter Luff Chikuro Hiroike the Historian and the Treatise on Moral Science

15:45 ～ 16:15 横田理宇
選択的情報開示の本質とメカニズムの解明：SDGｓの実現に向けた
企業の社会的責任

16:15 ～ 16:30

16:30 ～ 17:30

 9:30 ～ 10:00 川久保剛 道徳科で国家・国民を取り上げる際のフレームワーク

 10:00 ～ 10:30 Jason Morgan 麗澤大学に侵食するLGBTイデオロギー

10:30 ～ 10:45

10:45 ～ 11:15 橋本富太郎
廣池千九郎の国体論　～明治末期における廣池千九郎の「神社中心
主義」～

11:15 ～ 11:45 髙橋史朗 ウェルビーイングと道徳教育

9月3日 11:45 ～ 13:00

13:00 ～ 13:30 足立智孝
看護系大学教育における倫理　―「看護学教育における倫理指針」
の改訂について―

13:30 ～ 14:00 冬月 律
人口減少社会における信仰の継承：宗教青年、同族経営の神社・寺
院を事例に

14:00 ～ 14:30 梅田 徹 「新しいモラルサイエンス」構想（その1）　―「精神」モデルの説明

14:30 ～ 14:45

14:45 ～ 15:15 山岡鉄秀 古代カルタゴの滅亡から考察する日本の近未来

15:15 ～ 15:45 矢野 篤 財団アーカイブズの可能性と課題

15:45 ～ 16:00

16:00 ～ 17:00

 9:30 ～ 10:00 中山理 Thanatology　―廣池の霊魂不滅論を中心に

 10:00 ～ 10:30 竹内啓二
町内会　―玉野和志『町内会―コミュニティからみる日本近代』をてが
かりに

10:30 ～ 10:45

10:45 ～ 11:15 犬飼孝夫 ゆるやかな「つながり」について考える 〜孤独・孤立を防ぐために〜

11:15 ～ 11:45 古川範和 健全な思想：鬼神の調和と存在論的持続可能性

9月4日 11:45 ～ 13:00

13:00 ～ 13:30 宗 中正 神の実質が慈悲であり、人間がその一部であることについて

13:30 ～ 14:00
アブドゥラシィティ・アブ

ドゥラティフ 人間観、自然観に関する比較研究　イスラームとモラロジー

14:00 ～ 14:15

14:15 ～ 14:45 宮下和大
本財団における研究の歩み―研究部の組織形態の変遷を中心に
（昭和31年度～昭和52年度）

14:45 ～ 14:55

14:55 ～ 15:55

15:55 ～ 16:00

犬飼 16:00 ～ 17:30

18:30 ～

木
下

休　憩（１5分）

令和6(2024)年度　　道徳科学研究所第4回年次学術大会

9月2日（月）～4日（水）　　於：生涯学習センター　研修館201教室

時　間

開会挨拶（犬飼所長）

休　憩（１5分）

昼　食（95分）

竹
中

休　憩（１5分）

休　憩（１5分）

1日目の発表を振り返って（60分）

ア
ブ

竹
中

休　憩（１5分）

3日目の発表を振り返って(60分）

閉会挨拶(副所長)

昼　食（75分）

宗 休　憩（１5分）

休　憩（１5分）

2日目の発表を振り返って（60分）

木
下 休　憩（１5分）

道科研会議(90分）

懇親会

昼　食（75分）

休　憩（１0分）


